
宮
内
庁
書
陵
部
本
『
点
取
和
歌
部
類
』
①
所
収

「
秋
二
十
首
・
冬
十
首
」「
雑
二
十
首
」
和
歌
に
つ
い
て

―
―
延
徳
二
（
一
四
九
〇
）
年
九
月
九
日
起
日
後
土
御
門
天
皇
主
催
着
到
和
歌
と
の
関
係
―
―本

山
八
重
子

は
じ
め
に

宮
内
庁
書
陵
部
本
『
点
取
和
歌
部
類
』
①
（
１５０
―
６５１
）（
以
下
「
本
点
取

部
類
」
と
称
す
る
）
の
所
収
歌
は
、外
題
に
よ
る
と
文
明
一
四
（
一
四
八
二
）

か
ら
明
応
五
（
一
四
九
六
）
年
ま
で
に
催
さ
れ
た
宮
中
歌
会
の
詠
進
歌
に
批

点
が
付
さ
れ
た
も
の
で
、
江
戸
中
期
に
写
さ
れ
た
冊
子
本
で
あ
る
。
そ
の
中

に
、「
秋
二
十
首
・
冬
十
首
」「
雑
二
十
首
」
の
部
類
歌
が
合
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
種
類
の
部
類
歌
の
関
連
性
や
歌
会
の
開
催
年
時
及
び
主
催
者
を
示
す

情
報
は
「
本
点
取
和
歌
」
に
は
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
詠
進
者
及
び

点
者
等
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
古
記
録
及
び
他
の

資
料
を
参
照
し
て
、
こ
の
二
種
類
の
和
歌
部
類
の
関
係
、
歌
会
の
年
時
及
び

形
態
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一
「
秋
二
十
首
・
冬
十
首
」
和
歌

「
秋
二
十
首
・
冬
十
首
」
は
一
首
二
行
書
き
、
右
頁
は
一
五
行
書
き
、
左

頁
は
一
六
行
書
き
。
題
は
秋
二
十
首
（
早
秋
・
乞
巧
奠
・
荻
風
・
萩
露
・
秋

夕
・
初
雁
・
秋
田
・
夜
鹿
・
暁
虫
・
山
月
・
湖
月
・
野
月
・
渡
月
・
庭
月
・

関
霧
・
聞

衣
・
重
陽
宴
・
杜
紅
葉
・
河
紅
葉
・
九
月
尽
）
冬
十
首
（
初
冬

時
雨
・
落
葉
・
寒
草
・
残
雪
・
積
雪
・
池
氷
・
豊
明
節
会
・
冬
月
・
潟
千
鳥
・

歳
暮
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
後
嵯
峨
院
初
度
百
首
」（
宝
治
百
首
）
の
秋
と

冬
の
題
に
一
致
す
る
の
で
こ
の
組
題
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

秋
冬
の
詠
進
歌
の
書
式
は
次
の
よ
う
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
各
巻
頭
歌
と

巻
軸
を
挙
げ
て
お
く
（
批
点
は
歌
の
頭
に
「
＼
」
で
表
記
す
る
）。

﹇
秋
巻
頭
歌
﹈

秋
二
十
首

早
秋

重
経
朝
臣
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＼
秋
と
ふ
く
か
せ
を
し
ら
せ
て
つ
ゆ
も
ま
た

を
き
あ
へ
ぬ
秋
に
ち
る
一
葉
か
な

目
に
み
え
て
を
と
こ
そ
な
け
れ
一
葉
ち
る

梢
に
よ
は
き
秋
の
は
つ
か
せ

草
の
葉
に
露
の
み
み
え
て
朝
ほ
ら
け

ま
た
吹
あ
へ
ぬ
秋
の
は
つ
か
せ

草
木
に
は
ま
た
音
た
て
ぬ
秋
風
の

う
す
き
に
と
を
る
夏
こ
ろ
も
か
な

仁
和
寺
宮

＼
め
に
み
え
ぬ
秋
風
よ
り
も
を
と
ろ
く
や

今
朝
ち
り
初
る
一
葉
な
る
ら
ん

﹇
秋
巻
軸
歌
﹈九

月
盡

長
月
と
名
に
の
み
立
て
行
秋
の

け
ふ
を
か
き
り
に
く
る
ゝ
程
な
き

式
部
卿
宮

＼
お
し
と
思
ふ
こ
ゝ
ろ
に
あ
き
の
し
た
か
は
て

た
か
情
に
か
け
ふ
は
と
ま
ら
ん

う
し
と
て
も
詠
は
す
て
し
秋
も
は
や

け
ふ
の
夕
に
か
き
る
名
残
を

行
秋
の
夕
の
か
ね
も
こ
ゝ
ろ
し
て

今
日
の
一
日
よ
な
か
き
日
も
か
な

御
製

＼
け
ふ
の
み
と
し
た
ふ
に
絶
ぬ
袖
の
露

消
す
は
あ
り
と
も
秋
は
の
こ
ら
し

﹇
冬
巻
頭
歌
﹈

冬
十
首

初
冬
時
雨

昨
日
は
や
秋
を
さ
そ
ひ
て
行
雲
の

名
残
か
け
さ
も
又
し
く
れ
ぬ
る

名
残
あ
る
き
の
ふ
の
秋
の
面
か
け
に

あ
し
た
の
空
や
又
時
雨
る
ら
ん

あ
さ
も
よ
ひ
昨
日
か
く
れ
し
秋
し
の
の

外
山
し
く
れ
て
冬
は
来
に
け
り

さ
た
め
な
き
名
に
は
た
て
と
も
神
無
月

か
な
ら
す
と
ふ
る
は
つ
時
雨
か
な

今
朝
は
又
冬
の
色
し
る
木
枯
や

う
き
雲
さ
そ
ひ
時
雨
き
ぬ
ら
ん

﹇
冬
巻
軸
歌
﹈

歳
暮

い
た
つ
ら
に
月
日
は
雪
と
つ
も
り
き
て

あ
つ
め
ぬ
窓
に
年
そ
く
れ
ぬ
る

行
と
し
の
名
残
に
か
へ
て
な
へ
て
よ
の

の
と
か
な
る
へ
き
春
や
待
ら
ん

御
製

＼
冬
枯
の
こ
す
ゑ
に
う
つ
る
村
と
り
の

と
ま
る
か
け
な
く
く
る
ゝ
と
し
哉
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仁
和
寺
宮

＼
春
秋
も
か
へ
ら
ぬ
今
の
名
残
に
て

め
つ
ら
し
け
な
く
く
る
ゝ
年
哉

つ
も
り
ゆ
く
日
数
よ
い
か
に
あ
か
さ
り
し

は
る
に
は
ち
か
き
と
し
の
く
れ
哉

僻
案
愚
点
三
十
八
首

実
隆
上

御
製

秋
九
首

冬
三
首

親
王
御
方

秋
六
首

冬
一
首

式
部
卿
宮

秋
六
首

冬
二
首

仁
和
寺
宮

秋
五
首

冬
二
首

重
経
朝
臣

秋
二
首

冬
二
首

二
「
雑
二
十
首
」
和
歌

「
雑
二
十
首
」
和
歌
も
「
秋
二
十
首
・
冬
十
首
」
同
様
に
一
首
二
行
書
き

で
、
右
頁
は
一
五
行
書
き
、
左
頁
は
一
六
行
書
き
。
題
は
同
じ
く
「
後
嵯
峨

院
初
度
百
首
」
に
一
致
し
て
い
て
、
暁
鶏
・
夜
灯
・
嶺
松
・
里
竹
・
磯
巌
・

嶋
靏
・
岡
篠
・
江
葦
・
浦
舟
・
杣
山
・
岸
苔
・
山
家
水
・
山
家
嵐
・
田
家
雨
・

旅
行
・
旅
宿
・
旅
泊
・
海
眺
望
・
寄
社
祝
・
寄
日
祝
の
組
題
で
あ
り
、
書
式

及
び
詠
進
者
も
共
通
し
て
い
る
の
で
、
同
年
時
の
歌
会
に
連
な
る
詠
進
歌
と

考
え
ら
れ
る
。

巻
頭
歌
と
巻
軸
歌
を
次
に
示
す
。

﹇
巻
頭
歌
﹈

雑
二
十
首

暁
鶏

鳴
鳥
の
八
こ
ゑ
の
か
す
も
つ
も
り
ゆ
く

老
の
ね
覚
に
誰
か
聞
ら
ん

心
あ
れ
や
な
か
き
ね
ふ
り
の
暁
を

お
と
ろ
か
し
ぬ
る
鳥
の
な
く
ね
は

告
わ
た
る
夕
付
鳥
の
ひ
と
こ
ゑ
に

千
里
を
か
け
て
明
る
空
か
な

い
つ
か
身
の
誠
の
夢
は
さ
め
て
ま
し

あ
か
つ
き
告
る
鳥
の
八
こ
ゑ
も

御
製

＼
定
ま
ら
ぬ
覚
も
人
は
あ
る
も
の
を

あ
は
れ
時
し
る
鳥
の
こ
ゑ
哉

﹇
巻
軸
歌
﹈寄

日
祝

御
製

＼
明
け
き
世
の
た
め
し
と
も
諸
人
の

あ
ふ
け
は
高
き
日
の
御
影
か
な

親
王
御
方

＼
此
国
の
外
に
も
知
か
め
く
る
日
の

光
に
み
え
て
く
も
り
な
き
代
は

て
ら
す
日
の
め
く
み
を
し
ら
ぬ
た
め
し
こ
そ

君
か
お
さ
む
る
時
に
み
え
け
れ

四
方
八
す
み
く
も
り
な
き
代
と
出
る
日
の
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か
け
を
そ
あ
ふ
く
天
の
か
く
山

限
な
き
君
か
千
と
せ
も
久
か
た
の

空
に
し
ら
れ
て
め
く
る
日
の
か
け

僻
案
愚
点
二
十
七
首

実
隆
上

御
製

十
首

親
王
御
方

三
首

式
部
卿
宮

六
首

仁
和
寺
宮

三
首

重
経
朝
臣

五
首

三
「
本
点
取
部
類
」
に
関
連
す
る
古
記
録

「
本
点
取
部
類
」
の
詠
進
者
は
、
御
製
（
後
土
御
門
天
皇
）、
勝
仁
親
王
、

式
部
卿
宮
（
伏
見
宮
邦
高
親
王
）、
仁
和
寺
宮
（
道
永
法
親
王
）、
重
経
朝
臣

（
庭
田
）
の
五
人
で
あ
る
。
批
点
が
付
さ
れ
た
和
歌
に
は
作
者
が
表
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
和
歌
の
配
列
は
身
分
に
関
係
な
く
順
不
同
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
巻
軸
歌
「
寄
日
祝
」
は
一
首
目
と
二
首
目
の
歌
に
批
点
が
付
さ
れ
て

い
る
の
で
、
配
列
は
御
製
、
勝
仁
親
王
の
歌
の
順
序
で
あ
り
、
以
下
無
記
名

で
は
あ
る
が
、
式
部
卿
宮
、
仁
和
寺
宮
、
重
経
朝
臣
と
身
分
に
準
じ
て
歌
が

並
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

歌
題
は
秋
・
冬
・
雑
と
も
「
後
嵯
峨
院
初
度
百
首
」
に
一
致
し
、
春
・
夏
・

恋
の
歌
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
が
、
百
首
和
歌
の
組
題
に
よ
る
宮
中
歌
会

の
詠
進
歌
の
一
部
と
類
推
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
和
歌
の
配
列
が
身
分
と
は
無
関
係
に
順
不
同
で
あ
る
こ
と
、
巻

軸
歌
（
雑
・
寄
日
祝
）
の
配
列
が
身
分
に
準
ず
る
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
な
ど

を
考
慮
す
る
と
、
着
到
和
歌
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
、
原
本
か
ら
秋
・

冬
及
び
雑
の
歌
を
抜
粋
し
て
、
三
条
西
実
隆
に
批
点
及
び
評
語
を
付
け
て
も

ら
っ
た
写
本
と
も
想
像
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
文
明
一
四
（
一
四
八
二
）
か
ら
明
応
五
（
一
四
九
六
）
年
ま
で

に
催
さ
れ
た
禁
中
着
到
和
歌
の
記
録
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、『
大
日
本
史
料
』
延

徳
二
（
一
四
九
〇
）
年
九
月
九
日
の
記
事
を
は
じ
め
、『
御
湯
殿
上
日
記
』

『
実
隆
公
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
出
さ
れ
た
。

九
月
九
日

着
到
百
首
和
歌
を
始
め
、
伏
見
宮
邦
高
親
王
を
し

て
、
詠
進
せ
し
め
ら
る
、
尋
で
、
三
条
西
実
隆
を

し
て
批
点
せ
し
め
ら
る
、『
大
日
本
史
料
』

九
月
二
十
一
日

御
日
歌
も
あ
そ
は
し
お
か
れ
て
、
御
た
ん
し
ゃ
く

に
て
あ
そ
は
す
、御
人
す
へ
も
こ
の
分
御
申
あ
り
、

『
御
湯
殿
上
日
記
』

十
月
十
一
日

自
禁
裏
百
日
和
歌
春
夏
﹇
五
人
詠
歌
也
﹈
一
巻
被

下
之
、
自
重
陽
日
課
宮
々
等
御
詠
也
、
合
点
可
進

上
之
由
也
、
先
為
拝
見
留
申
之
由
申
入
了
、
今
夜

守
庚
申
、
及
半
更
加
校
彼
一
巻
大
略
電
覧
、『
実

隆
公
記
』

十
月
十
二
日

昨
日
一
巻
合
点
三
十
七
首
今
朝
進
上
之
了
、（
同

記
）

十
一
月
十
六
日

今
日
禁
裏
御
百
首
秋
冬
部
合
点
三
十
八
首
進
上
之

了
、（
同
記
）

十
二
月
十
九
日

今
日
禁
裏
著
到
恋
部
﹇
百
首
﹈、
合
点
三
十
三
首

― 34 ―



進
上
之
（
同
記
）

十
二
月
二
十
三
日

今
日
著
到
一
巻
﹇
雑
部
﹈
合
点
進
上
之
、（
同
記
）

上
記
の
記
事
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
延
徳
二
（
一
四
九
〇
）
年
九
月
九
日
か
ら
禁
裏
着
到
和
歌
が
催
行
さ
れ
、

参
加
者
は
五
人
で
、
天
皇
、
式
部
卿
宮
邦
高
親
王
、
宮
々
等
で
構
成
さ
れ

た
。

②
料
紙
は
短
冊
で
あ
っ
た
。

③
十
月
十
一
日
に
五
人
の
春
・
夏
の
歌
が
書
か
れ
た
一
巻
に
批
点
を
付
け
る

よ
う
に
実
隆
に
依
頼
さ
れ
た
。

記
事
に
は
題
に
関
す
る
記
載
は
な
い
が
、「
後
嵯
峨
院
初
度
百
首
」
の
歌

題
を
用
い
て
い
た
も
の
と
仮
定
す
る
と
、
春
・
夏
の
部
の
着
到
が
終
了
す

る
の
は
十
月
八
日
で
あ
る
の
で
、
短
冊
か
ら
巻
物
に
清
書
す
る
時
間
な
ど

を
考
慮
す
る
と
十
一
日
に
実
隆
に
届
け
ら
れ
た
の
は
自
然
な
時
間
的
経
過

と
思
わ
れ
る
。
翌
十
二
日
に
三
十
七
首
に
批
点
が
付
さ
れ
て
進
上
さ
れ
て

い
る
。

④
実
隆
は
、
秋
・
冬
の
着
到
歌
三
十
八
首
に
批
点
を
付
し
て
十
一
月
十
六
日

に
進
上
し
て
い
る
。

秋
・
冬
の
着
到
歌
の
終
了
日
は
十
一
月
九
日
で
あ
る
。

⑤
十
二
月
十
九
日
に
恋
の
着
到
歌
百
首
（
二
十
首
×
五
人
）
に
三
十
三
首
の

批
点
を
付
し
て
進
上
し
て
い
る
。

恋
部
の
終
了
日
は
十
一
月
二
十
九
日
で
あ
る
。
終
了
日
と
進
上
日
に
二
十

日
ち
か
く
の
間
が
あ
る
の
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
姉
・
安
禅
寺
宮
（
芳
苑

恵
春
）
の
不
例
が
原
因
で
あ
ろ
う
か
。

『
実
隆
公
記
』
十
一
月
二
十
九
日
の
記
事
に
安
禅
寺
宮
が
危
篤
状
態
に

陥
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
十
二
月
十
一
日
に
逝
去
、
同
月
十
五
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
三
日
間
の
廃
朝
宣
下
が
下
さ
れ
た
こ
と
が
載
っ
て
い
る
の

で
、
清
書
作
業
な
ど
が
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

⑥
十
二
月
二
十
三
日
に
雑
部
一
巻
に
批
点
を
付
し
て
進
上
し
て
い
る
が
、
残

念
な
が
ら
批
点
の
数
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

満
願
日
は
十
二
月
二
十
日
で
あ
る
か
ら
、
急
ぎ
の
日
程
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
矛
盾
は
な
い
。

「
本
点
取
和
歌
」
の
参
加
者
は
後
土
御
門
天
皇
及
び
宮
々
と
し
て
勝
仁
親

王
及
び
、
式
部
卿
宮
邦
高
親
王
、
仁
和
寺
宮
道
永
法
親
王
の
兄
弟
が
挙
げ
ら

れ
、
廷
臣
は
庭
田
重
経
一
人
で
あ
る
が
、
宮
々
の
生
母
は
庭
田
家
出
身
で
あ

る
こ
と
、
特
に
勝
仁
親
王
と
重
経
朝
臣
は
従
兄
弟
と
い
う
近
し
い
血
縁
関
係

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
貴
な
身
分
の
詠
進
者
の
末
席
に
雑
用
係
の
よ
う
な
形

で
重
経
朝
臣
が
連
な
っ
て
も
違
和
感
は
な
く
、
人
数
も
構
成
員
も
古
記
録
の

記
事
に
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

秋
・
冬
の
着
到
歌
を
一
巻
に
し
て
実
隆
に
批
点
を
頼
ん
だ
結
果
、「
本
点

取
和
歌
」
の
形
で
残
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
批
点
の
三
十
八
首
は
本
着

到
和
歌
の
記
事
と
一
致
す
る
。

雑
部
の
着
到
歌
も
一
巻
と
し
て
実
隆
に
批
点
を
依
頼
し
て
い
る
の
で
、
雑

の
点
取
和
歌
の
形
で
残
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
批
点
の
数
が
『
実
隆
公

記
』
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

三
十
八
首
の
批
点
が
付
さ
れ
た
春
・
夏
の
着
到
歌
及
び
三
十
三
首
の
批
点

が
付
さ
れ
た
恋
の
着
到
歌
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
実
隆
公
記
』
の
記

事
か
ら
当
時
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
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ま
と
め

延
徳
二
年
九
月
九
日
起
日
後
土
御
門
天
皇
主
催
の
着
到
和
歌
は
短
冊
で
詠

進
さ
れ
た
こ
と
は
古
記
録
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
原
本
も
写
本
も
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。

批
点
を
請
け
る
た
め
に
和
歌
を
「
春
・
夏
」「
秋
・
冬
」「
恋
」「
雑
」
と

分
類
し
て
清
書
し
た
各
巻
物
を
点
者
に
提
出
し
て
い
る
こ
と
、
詠
進
者
の
構

成
、点
者
が
実
隆
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
古
記
録
の
記
事
か
ら
「
本
点
取
和
歌
」

の
部
類
歌
が
こ
の
時
の
着
到
和
歌
の
一
部
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
無
理
が
な

い
と
考
え
る
が
、
断
定
す
る
に
は
さ
ら
な
る
資
料
の
出
現
を
俟
ち
た
い
。

他
の
写
本
を
次
に
示
す
。

①
書
陵
部
本
『
御
点
取
部
類
﹇
後
小
松
―
正
親
町
﹈』（
１５３
―
２１９
）
所
収

「
秋
二
十
首
冬
十
首
」「
雑
部
二
十
首
」

②
書
陵
部
本
『
御
点
取
和
歌
﹇
尭
空
﹈』（
２６６
―
２２６
）
所
収
「
秋
二
十
首
冬

十
首
」「
雑
部
二
十
首
」

③
書
陵
部
本
『
五
十
首
続
歌
等
﹇
文
明
永
正
﹈』（
２６６
―
５５１
）
所
収
「
秋
二

十
首
冬
十
首
」

三
本
と
も
冊
子
本
の
形
態
で
、
一
首
一
行
書
き
、
批
点
が
付
さ
れ
た
歌
の

み
に
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

紙
面
の
都
合
上
、
翻
刻
は
書
陵
部
本
『
御
点
取
和
歌
﹇
尭
空
﹈』
所
収
の

当
該
和
歌
に
よ
り
、
合
点
は
和
歌
の
冒
頭
に
「
＼
」
記
号
で
表
記
す
る
。「
本

点
取
和
歌
」
と
の
校
異
は
各
語
句
の
右
に
（

）
で
括
っ
て
表
記
す
る
。

秋
二
十
首早

秋

＼
秋
と
吹
か
せ
を
し
ら
せ
て
露
も
又
置
あ
へ
ぬ
枝
に
散
一
葉
か
な

重
経
朝

臣目
に
み
え
て
音
こ
そ
な
け
れ
一
葉
散
梢
に
よ
は
き
秋
の
初
か
せ

草
の
葉
に
露
の
み
見
え
て
朝
ほ
ら
け
ま
た
吹
あ
へ
ぬ
秋
の
初
風

草
木
に
そ
ま
た
音
た
て
ぬ
秋
か
せ
の
う
す
き
に
と
を
る
夏
衣
哉

＼
目
に
み
え
ぬ
秋
風
よ
り
や
お
と
ろ
く
も
け
さ
ち
り
そ
む
る
一
は
成
る
ら
ん

（
仁
和
寺
宮
）

乞
巧
奠

玉
敷
の
庭
に
置
て
ふ
こ
と
の
緒
の
絶
ぬ
手
向
を
星
は
う
つ
ら
し

名
に
高
き
雲
ゐ
の
庭
の
灯
も
光
そ
へ
た
る
ほ
し
あ
ひ
の
そ
ら

＼
う
た
ふ
よ
の
星
に
は
あ
ら
て
織
女
の
手
向
の
庭
火
影
も
更
行

親
王
御
方

手
向
置
雲
ゐ
の
庭
の
琴
の
を
に
分
て
や
ほ
し
も
心
ひ
く
ら
ん

星
ま
つ
る
雲
ゐ
の
庭
に
置
こ
と
の
秋
の
し
ら
へ
や
空
に
し
る
ら
ん

荻
風

荻
の
は
ゝ
夜
半
の
枕
に
を
き
す
へ
て
夢
路
と
を
さ
ぬ
秋
風
そ
ふ
く

う
き
物
と
か
せ
の
音
き
く
荻
の
は
に
見
も
せ
ぬ
露
も
心
置
ら
ん

い
か
に
し
て
露
は
置
ら
ん
秋
か
せ
の
絶
ぬ
や
と
り
の
庭
の
を
き
原

軒
ち
か
き
荻
の
上
葉
を
わ
た
る
よ
や
夢
路
に
高
き
秋
か
せ
の
こ
ゑ

の

は

の

歟

＼
草
も
木
も
音
や
は
あ
ら
ぬ
秋
風
の
な
と
荻
は
か
り
名
に
は
立
ら
ん

御
製

萩
露

色
も
猶
光
り
こ
そ
そ
へ
朝
露
の
玉
に
も
す
れ
る
秋
萩
の
花
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諸
人
の
行
来
の
岡
の
萩
か
花
衣
に
す
れ
る
露
の
い
ろ
か
な

お
な
し
の
ゝ
草
の
袂
に
置
露
も
真
萩
に
す
れ
る
色
を
み
せ
な
ん

名
に
し
る
き
花
の
錦
を
折
か
け
て
露
は
玉
散
萩
の
戸
の
秋

み
や
き
の
ゝ
木
の
下
露
も
咲
萩
の
花
の
上
よ
り
置
く
や
そ
む
ら
ん

秋
夕

（
さ
）

の
や
と
の
欤

＼
わ
ひ
し
さ
も
こ
と
は
り
過
て
身
に
し
む
や
野
分
袖
と
ふ
秋
の
夕
暮

重
経

朝
臣

＼
う
き
物
と
思
は
て
い
さ
や
心
み
ん
秋
を
な
さ
け
の
夕
く
れ
の
空

式
部
卿

宮う
き
秋
は
草
の
戸
の
み
か
置
露
の
玉
の
う
て
な
も
お
な
し
夕
へ
を

あ
や
に
く
に
忘
ら
れ
や
ら
ぬ
さ
ひ
し
さ
を
心
に
か
こ
つ
秋
の
夕
く
れ

（
も
）

さ
ひ
し
さ
は
我
身
ひ
と
つ
の
秋
な
ら
は
い
か
に
住
へ
き
宿
の
夕
へ
そ

初
鴈

（
な
）

い
つ
し
か
と
妻
と
ふ
声
か
ち
き
り
置
て
我
こ
そ
待
し
秋
の
鳫
か
ね

＼
秋
風
も
夕
暮
さ
ひ
し
誰
を
か
も
た
の
む
の
鳫
の
よ
る
と
鳴
ら
ん

式
部
卿

宮
＼
い
つ
く
に
か
翅
や
す
め
て
海
山
の
道
も
さ
は
ら
す
か
り
は
き
ぬ
ら
ん

製

製

（
そ
）

霧
ま
よ
ふ
外
山
を
こ
え
て
く
る
鴈
の
数
は
み
え
ね
と
声
は
ま
ち
か
き

日
数
ふ
る
こ
し
路
の
旅
に
幾
度
か
翅
や
す
め
て
か
り
の
き
ぬ
ら
ん

秋
田

＼
露
な
ひ
く
稲
葉
の
雲
や
一
通
り
秋
か
せ
み
せ
て
時
雨
行
ら
ん

仁
和
寺
宮

お
と
ろ
か
す
鳥
に
は
あ
ら
て
小
山
田
や
い
な
は
の
雲
に
さ
は
く
秋
風

庵
さ
す
田
面
の
稲
葉
か
せ
過
て
引
ぬ
な
る
こ
や
音
に
立
ら
ん

＼
色
こ
き
は
い
つ
れ
か
木
の
は
大
あ
ら
き
の
杜
の
う
き
田
の
か
り
し
ほ
の
比

御
製

守
人
の
袂
を
か
け
て
置
露
の
稲
葉
の
末
に
秋
風
そ
ふ
く

夜
鹿

人
も
又
衾
と
聞
や
な
か
き
夜
に
独
り
あ
る
鹿
の
鳴
あ
か
す
声

＼
を
の
か
妻
た
の
め
ぬ
夜
の
な
か
き
を
も
秋
に
か
こ
ち
て
鹿
や
鳴
ら
ん

親

王
御
方

＼
そ
よ
更
に
夜
寒
や
わ
ふ
る
さ
ゝ
の
は
の
み
山
お
ろ
し
に
鹿
そ
鳴
な
る

式

部
卿
宮

（
は
）

さ
を
し
か
の
小
野
の
草
ふ
し
長
夜
の
夢
路
や
た
の
む
妻
こ
ひ
の
こ
ゑ

吹
ま
よ
ふ
山
の
嵐
の
寒
き
よ
や
た
ち
と
定
す
鹿
の
鳴
ら
ん

暁
虫

蛬
今
い
く
夜
を
か
う
ら
み
ま
し
霜
に
成
行
有
明
の
こ
ゑ

＼
昔
お
も
ふ
ね
覚
の
床
に
鳴
よ
り
て
衾
を
つ
く
す
き
り
〳
〵
す
か
な

御
製

鳴
虫
の
声
も
色
あ
る
草
の
戸
の
露
よ
り
し
ら
む
よ
こ
そ
お
し
け
れ

秋
寒
き
枕
に
ち
か
き
き
り
〳
〵
す
我
ね
覚
を
も
衾
と
は
し
れ

蛬
を
の
か
お
も
ひ
も
し
ら
露
の
暁
さ
む
き
秋
の
ま
く
ら
に

山
月

待
程
の
心
つ
く
し
も
山
高
み
こ
の
間
を
い
つ
る
月
に
み
え
つ
ゝ

夕
煙
た
つ
る
麓
の
さ
と
人
は
月
い
つ
る
と
も
し
ら
ぬ
わ
さ
か
も

の

は

も

＼
月
影
は
ち
り
も
く
も
ら
て
久
か
た
の
あ
ま
雲
か
ゝ
る
山
と
し
も
な
し

親
王
御
方

澄
の
ほ
る
影
そ
さ
や
け
き
峯
高
み
月
は
麓
の
塵
も
く
も
ら
て

え
そ
し
ら
ぬ
何
の
山
の
す
か
た
も
か
都
に
近
き
を
は
す
て
の
月

湖
月

た
く
ひ
な
き
影
を
な
ら
へ
て
し
か
の
浦
や
松
に
さ
は
ら
ぬ
月
の
さ
や
け
さ
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秋
も
ま
つ
影
は
氷
て
か
ら
崎
や
浪
間
の
月
に
ま
つ
か
せ
そ
ふ
く

＼
す
は
の
海
や
月
は
さ
な
か
ら
雪
の
よ
の
氷
ら
ぬ
波
に
秋
か
せ
そ
吹

御
製

打
ち
い
て
の
濱
か
せ
す
こ
く
影
更
て
さ
ゝ
波
な
か
ら
月
そ
か
た
ふ
く

秋
の
よ
の
な
か
ら
の
山
に
雲
消
て
し
か
の
か
ら
さ
き
月
そ
さ
や
け
き

野
月

に
も
歟

＼
分
る
野
ゝ
も
す
そ
の
露
に
影
消
て
月
の
雪
さ
へ
跡
は
み
え
け
る

仁
和
寺

宮う
つ
り
行
心
千
種
の
花
か
た
み
め
な
ら
ぬ
野
へ
の
露
の
月
影

＼
置
あ
ま
る
千
種
の
つ
ゆ
の
か
き
り
を
も
光
に
み
す
る
野
へ
の
月
か
な

親

王
御
方

秋
の
野
ゝ
の
花
の
千
種
の
つ
ゆ
の
上
に
光
を
分
て
月
そ
や
と
れ
る

出
入
も
山
の
端
み
え
ぬ
む
さ
し
の
は
あ
く
る
を
月
の
か
き
り
と
や
み
ん

渡
月

＼
家
も
あ
ら
は
衾
い
く
夜
か
く
ま
も
な
き
さ
の
ゝ
渡
り
の
月
に
あ
か
さ
ん

御
製

あ
こ
か
る
ゝ
月
を
追
手
に
出
舟
や
淀
の
わ
た
り
も
遠
く
過
ら
ん

月
影
も
渡
を
遠
み
更
る
よ
に
行
末
み
え
ぬ
淀
の
つ
き
は
し

う
ら
か
せ
は
せ
と
こ
す
月
に
声
更
て
秋
物
か
な
し
む
し
あ
け
の
松

＼
さ
し
上
る
程
や
な
か
ら
ん
由
良
の
戸
の
月
の
み
舟
は
か
ち
を
た
へ
て
も

仁
和
寺
宮

庭
月

＼
影
さ
む
き
庭
よ
り
つ
も
る
月
の
雪
を
は
ら
は
ぬ
袖
も
秋
か
せ
そ
吹

親
王

御
方

＼
植
置
し
庭
の
草
木
の
面
か
け
も
さ
ら
に
め
か
れ
ぬ
月
の
さ
や
け
さ

御
製

契
を
く
千
と
せ
の
秋
を
雲
の
上
に
い
く
め
く
り
と
か
月
は
住
ら
ん

庭
せ
は
き
草
の
籬
の
露
の
底
に
や
と
る
や
月
も
衾
し
る
ら
ん

ふ
り
に
け
る
庭
は
浅
茅
か
露
の
上
に
お
な
し
宿
と
ふ
月
の
影
か
な

関
霧

関
の
戸
は
明
る
も
し
ら
す
立
籠
て
待
人
し
た
ふ
霧
の
よ
ふ
か
き

す
ま
の
浦
や
浪
路
に
は
れ
て
し
は
し
な
を
霧
吹
残
す
関
の
あ
き
か
せ

逢
坂
や
こ
え
行
関
路
霧
籠
て
し
み
つ
に
あ
ら
ぬ
袖
ぬ
ら
す
ら
し

旅
人
の
ゆ
き
ゝ
へ
た
て
ゝ
関
の
戸
の
明
る
も
し
ら
ぬ
霧
の
う
ち
か
な

荒
垣
の
あ
ら
は
に

も
み
え
ぬ
ま
て
秋
霧
か
こ
ふ
川
口
の
せ
き

聞

衣

た
か
里
も
よ
さ
む
は
お
な
し
心
と
や
思
ひ
か
は
し
て
衣
う
つ
ら
ん

よ
そ
に
聞
音
ま
て
寒
し
秋
か
せ
に
霜
を
か
さ
ね
て
衣
う
つ
夜
を

＼
し
つ
の
め
か
な
す
て
ふ
わ
さ
は
し
け
ゝ
れ
と
衣
う
つ
夜
そ
よ
そ
に
し
ら

る
ゝ

御
製

（
音
）

＼
衾
と
も
い
は
ゝ
や
賤
か
あ
さ
衣
う
つ
声
さ
そ
ふ
か
せ
の
た
よ
り
に

親

王
御
方

（
音
）

＼
ま
と
を
な
る
名
に
は
立
て
も
あ
さ
衣
う
つ
こ
ゑ
聞
ぬ
暁
も
な
し

仁
和
寺

宮

重
陽
宴

さ
か
つ
き
に
菊
を
う
か
へ
て
い
く
め
く
り
秋
を
か
さ
ね
ん
け
ふ
の
例
そ

今
日
毎
の
秋
を
契
て
盃
の
光
そ
へ
た
る
菊
の
し
ら
つ
ゆ

長
月
の
け
ふ
九
重
に
め
く
り
あ
ふ
秋
も
千
と
せ
の
き
く
の
さ
か
つ
き

雲
の
上
に
千
と
せ
の
秋
も
め
く
り
こ
ん
た
め
し
や
け
ふ
の
菊
の
さ
か
つ
き

こ
と
の
葉
に
き
く
の
盃
さ
し
そ
へ
て
千
世
を
め
く
ら
す
九
重
の
秋

杜
紅
葉

を
と
ろ
ふ
る
色
と
み
る
に
も
か
な
し
き
は
名
さ
へ
老
そ
の
杜
の
紅
葉
々
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紅
葉
す
る
色
に
め
て
つ
ゝ
立
と
ま
る
人
は
た
れ
そ
の
杜
の
し
た
道

い
か
に
し
て
露
も
時
雨
も
染
つ
ら
ん
名
に
は
と
き
は
の
杜
の
も
み
ち
は

下
草
の
花
も
う
つ
ろ
ふ
大
あ
ら
き
の
杜
の
木
の
葉
そ
色
か
は
り
ゆ
く

＼
幾
度
か
生
田
の
森
の
村
時
雨
と
ふ
に
木
末
の
色
ま
さ
る
ら
ん

式
部
卿
宮

河
紅
葉

秋
ふ
か
み
散
も
ち
ら
ぬ
も
大
ゐ
川
影
を
み
た
せ
る
波
の
も
み
ち
は

も
み
ち
葉
の
影
を
う
つ
し
て
立
田
川
錦
や
波
の
あ
や
を
見
す
ら
ん

＼
立
田
川
水
の
秋
を
や
い
そ
く
ら
ん
峯
の
木
の
は
に
山
か
せ
そ
ふ
く

式
部

卿
宮

枝
な
か
ら
う
ろ
ふ
か
け
や
山
川
の
底
に
散
し
く
秋
の
紅
葉
々

山
川
や
水
の
心
も
行
や
ら
ぬ
岩
か
き
紅
葉
誰
か
み
る
ら
ん

九
月
盡

長
月
と
名
に
の
み
立
て
行
秋
の
け
ふ
を
か
き
り
に
く
る
ゝ
程
な
き

＼
惜
と
思
ふ
心
に
秋
の
し
た
か
は
ゝ
た
か
情
に
か
け
ふ
は
と
ま
ら
ん

式
部

卿
宮

う
し
と
て
も
詠
は
す
て
し
秋
も
は
や
け
ふ
の
夕
に
か
き
る
名
残
を

行
秋
の
夕
の
か
ね
も
心
し
て
今
日
の
一
日
よ
な
か
き
日
も
か
な

＼
け
ふ
の
み
と
し
た
ふ
に
絶
ぬ
袖
の
つ
ゆ
消
す
は
有
と
も
秋
は
の
こ
ら
し

御
製

冬
十
首

初
冬
時
雨

昨
日
は
や
秋
を
さ
そ
ひ
て
行
雲
の
名
残
か
今
朝
も
又
し
く
れ
ぬ
る

名
残
あ
る
き
の
ふ
の
秋
の
面
影
に
あ
し
た
の
雲
や
先
し
く
る
ら
ん

あ
さ
も
よ
ひ
昨
日
か
暮
し
秋
し
の
ゝ
外
山
し
く
れ
て
冬
は
き
に
け
り

定
な
き
名
に
は
た
て
と
も
神
無
月
必
と
ふ
る
は
つ
し
く
れ
か
な

今
朝
は
又
冬
の
い
ろ
し
く
木
枯
や
う
き
雲
さ
そ
ひ
時
雨
き
ぬ
ら
ん

落
葉

梢
吹
あ
ら
し
の
声
や
庭
の
面
の
落
葉
か
上
に
な
を
の
こ
る
ら
ん

＼
朝
な
〳
〵
散
し
く
紅
葉
吹
よ
せ
て
庭
に
そ
高
き
木
枯
の
こ
ゑ

重
経
朝
臣

木
の
は
を
は
さ
そ
ひ
つ
く
し
て
山
陰
の
嵐
や
枝
に
遠
さ
か
る
ら
ん

降
を
け
る
音
し
も
か
ろ
く
な
ら
の
は
の
を
の
れ
時
雨
し
冬
の
木
の
本

＼
山
か
せ
も
心
う
つ
し
て
紅
葉
々
の
色
こ
き
よ
り
や
先
さ
そ
ふ
ら
ん

親
王

御
方

寒
草

霜
は
猶
を
か
の
草
ね
の
と
ち
て
た
に
を
の
れ
そ
さ
や
く
さ
ゝ
の
一
村

一
本
も
花
は
の
こ
ら
ぬ
冬
草
の
霜
の
か
れ
は
も
お
し
き
色
か
な

＼
枯
わ
た
る
野
邊
の
浅
茅
に
置
露
や
秋
に
は
さ
か
ぬ
花
を
見
す
ら
ん

重
経

朝
臣

冬
か
る
ゝ
の
へ
に
も
さ
ゝ
の
一
村
や
か
し
け
て
風
の
音
の
こ
す
ら
ん

朝
な
〳
〵
も
と
見
し
秋
の
色
も
な
し
霜
の
ふ
る
枝
の
庭
の
荻
原

残
雪

あ
さ
も
よ
ひ
昨
日
の
庭
に
を
く
霜
の
色
を
つ
け
て
も
ふ
れ
る
雪
か
な

今
朝
は
ま
た
通
路
み
せ
て
降
雪
の
友
ま
つ
程
を
人
も
と
へ
か
し

心
あ
れ
や
つ
か
ふ
る
人
の
沓
の
跡
も
か
く
さ
ぬ
庭
の
今
朝
の
初
雪

今
朝
み
れ
は
風
の
さ
ゝ
原
そ
の
ま
ゝ
に
埋
も
は
て
ぬ
の
へ
の
雪
か
な

た
ゝ
ひ
と
へ
ふ
る
初
雪
の
む
ら
消
て
と
は
ぬ
に
跡
の
見
ゆ
る
庭
か
な

積
雪

＼
下
折
を
絶
す
も
は
ら
へ
う
つ
も
る
ゝ
嵐
も
松
の
雪
に
籠
り
て

仁
和
寺
宮

打
な
ひ
く
竹
は
其
ま
ゝ
下
お
れ
て
雪
に
は
れ
た
る
窓
の
う
ち
か
な

下
折
の
音
せ
ぬ
竹
や
よ
と
ゝ
も
に
つ
も
る
ま
ゝ
な
る
雪
を
み
す
ら
ん
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＼
降
ま
ゝ
に
埋
れ
は
て
ゝ
呉
竹
の
千
尋
を
雪
の
上
に
み
る
か
な

式
部
卿
宮

（
と
）

降
雪
の
積
か
さ
ね
て
庭
の
面
の
籬
も
山
に
今
や
み
ゆ
ら
ん

池
氷

さ
ゝ
波
に
よ
る
へ
定
め
ぬ
う
き
草
の
ね
さ
し
と
ゝ
め
て
氷
池
か
な

池
の
面
に
日
影
の
う
つ
る
程
み
え
て
氷
そ
水
の
下
に
成
ぬ
る

＼
か
り
残
す
こ
す
け
も
け
さ
は
氷
と
ち
て
嵐
音
な
き
ま
の
ゝ
池
水

御
製

あ
や
う
か
る
道
を
は
し
ら
て
朝
な
〳
〵
氷
を
ふ
め
る
池
の
を
し
鴨

よ
を
か
さ
ね
氷
る
ま
す
田
の
池
に
住
鳰
の
か
よ
ひ
路
絶
や
は
つ
ら
ん

豊
明
節
会

い
か
に
し
て
天
津
乙
女
の
姿
を
は
豊
の
明
に
残
し
を
き
け
ん

か
し
こ
し
な
今
も
む
か
し
の
お
り
に
あ
ふ
豊
の
明
の
絶
ぬ
た
め
し
は

け
ふ
と
い
へ
は
日
か
け
の
か
つ
ら
打
は
へ
て
豊
の
あ
か
り
に
出
る
乙
女
子

（
む
）

や
ま
あ
ひ
の
を
み
の
衣
の
竹
の
は
も
霜
置
そ
ふ
る
月
の
さ
や
け
さ

更
に
今
豊
の
あ
か
り
も
乙
女
子
か
昔
を
か
へ
す
袖
と
み
え
つ
ゝ

冬
月

さ
ゆ
る
夜
は
ね
ら
れ
ぬ
ま
ゝ
に
床
の
上
の
霜
も
お
き
ゐ
て
月
を
み
る
哉

＼
ね
覚
し
て
明
る
光
と
幾
度
か
夜
な
か
き
冬
の
月
を
み
つ
ら
ん

御
製

有
明
の
比
に
は
あ
ら
て
一
と
せ
の
月
の
名
残
も
冬
の
よ
の
空

か
せ
さ
そ
ふ
雪
け
の
空
の
夜
は
の
月
く
も
る
も
影
の
さ
え
わ
た
り
つ
ゝ

さ
ゆ
る
夜
の
空
も
く
も
ら
て
澄
月
の
光
を
花
と
雪
そ
散
く
る

潟
千
鳥

夕
塩
の
干
か
た
も
遠
き
波
か
せ
の
声
に
わ
か
れ
て
鳴
千
鳥
哉

（
人
）

塩
ひ
か
た
真
砂
の
千
鳥
貝
ひ
ろ
ふ
海
邊
を
も
友
と
な
れ
て
鳴
ら
し

（
き
）

＼
月
清
み
塩
の
ひ
か
た
の
真
砂
地
に
数
さ
へ
見
え
て
立
千
鳥
哉

式
部
卿

宮

さ
よ
千
鳥
友
よ
ひ
か
は
し
き
さ
潟
や
苫
や
も
近
き
波
に
鳴
な
り

月
影
も
暁
か
け
て
落
塩
の
ひ
か
た
の
千
鳥
い
ま
や
な
く
ら
ん

歳
暮

徒
に
月
日
は
雪
と
積
り
来
て
あ
つ
め
ぬ
窓
に
年
そ
く
れ
ぬ
る

行
年
の
名
残
に
か
へ
て
な
へ
て
世
の
長
閑
な
る
へ
き
春
や
待
ら
ん

＼
冬
枯
の
梢
に
う
つ
る
村
鳥
の
と
ま
る
か
け
な
く
く
る
ゝ
年
か
な

御
製

＼
春
秋
も
か
へ
ら
ぬ
い
ま
の
な
こ
り
に
て
め
つ
ら
し
け
な
く
く
る
ゝ
年
か
な

仁
和
寺
宮

積
り
行
日
数
よ
い
か
に
あ
か
さ
り
し
春
に
は
ち
か
き
年
の
く
れ
か
な

僻
案
愚
点
三
十
八
首実

隆
上

御
製

秋
九
首

冬
三
首

親
王
御
方

秋
六
首

冬
一
首

式
部
卿
宮

秋
六
首

冬
二
首

仁
和
寺
宮

秋
五
首

冬
二
首

重
経
朝
臣

秋
二
首

冬
二
首

雑
二
十
首暁

鳥

鳴
鳥
の
八
声
の
数
も
積
り
行
老
の
ね
覚
に
誰
か
聞
ら
ん

（
鳴
）

心
あ
れ
や
な
か
き
ね
ふ
り
の
暁
を
お
と
ろ
か
し
ぬ
る
鳥
の
初
音
は

告
渡
る
夕
付
鳥
の
一
こ
ゑ
に
千
さ
と
を
か
け
て
明
る
空
か
な

い
つ
か
身
の
ま
こ
と
の
夢
は
覚
て
ま
し
暁
つ
く
る
鳥
の
八
こ
ゑ
も

＼
さ
た
ま
ら
ぬ
ね
覚
も
人
は
有
る
も
の
を
衾
時
し
る
鳥
の
こ
ゑ
哉

御
製

夜
燈
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徒
に
か
ゝ
く
る
窓
の
灯
や
む
か
ふ
も
そ
む
く
こ
ゝ
ろ
な
る
ら
ん

さ
よ
風
の
窓
の
す
き
ま
に
吹
入
て
し
つ
か
に
も
み
ぬ
燈
の
か
け

＼
法
の
た
め
学
と
な
ら
は
後
の
よ
の
道
も
ま
よ
は
し
窓
の
燈
火

御
製

（
に
）

晴
か
た
き
心
の
や
み
の
な
か
き
よ
を
照
す
も
け
す
や
法
の
と
も
し
ひ

い
つ
か
扨
か
ゝ
け
て
も
み
ん
学
ひ
え
ぬ
我
身
に
く
ら
き
灯
の
か
け

嶺
松

＼
い
つ
の
世
に
生
の
ほ
り
け
ん
種
そ
と
も
し
ら
雲
か
ゝ
る
峯
の
松
か
枝

式

部
卿
宮

を
し
ほ
山
峯
な
る
松
の
ふ
か
み
と
り
神
代
か
は
ら
ぬ
色
や
み
す
ら
ん

＼
我
や
と
に
植
て
も
み
は
や
峯
高
み
か
せ
に
か
た
ふ
く
松
の
老
木
を

御
製

＼
い
つ
の
世
の
麓
の
塵
を
種
と
し
て
生
の
ほ
り
け
ん
峯
の
松
か
え

仁
和
寺

宮嶺
高
み
み
と
り
の
空
に
出
る
日
も
不
変
の
松
の
上
に
見
ゆ
ら
ん

里
竹

陰
し
け
き
軒
端
の
竹
の
よ
は
な
か
く
暮
る
は
は
や
き
里
の
一
か
た

＼
ふ
り
に
け
ん
伏
見
の
竹
の
そ
の
な
の
み
の
こ
る
か
ひ
な
き
里
の
一
村

式

部
卿
宮

＼
を
の
つ
か
ら
煙
は
見
え
て
一
村
の
竹
の
か
き
ほ
は
里
と
し
も
な
し

重
経

朝
臣

里
人
の
世
渡
る
道
の
う
き
ふ
し
も
よ
そ
に
し
ら
る
ゝ
竹
の
下
か
け

打
な
ひ
く
麓
の
竹
の
青
葉
に
も
ま
か
は
ぬ
里
の
夕
煙
か
な

礒
巌

浦
か
せ
も
荒
磯
か
く
れ
う
つ
波
に
ひ
と
り
く
た
け
ぬ
岩
ほ
と
そ
み
る

う
ら
か
せ
の
あ
ら
き
磯
辺
に
音
は
し
て
高
き
岩
を
も
波
や
こ
ゆ
ら
ん

浦
に
す
む
海
士
の
衣
の
ほ
の
〳
〵
や
か
よ
ふ
磯
邊
の
岩
ほ
な
る
ら
ん

満
塩
に
岩
ほ
の
こ
ら
す
こ
す
波
の
雫
や
し
は
し
磯
つ
た
ふ
ら
ん

（
へ
）

＼
波
か
ゝ
る
岩
ほ
か
く
れ
の
苫
屋
か
た
磯
や
摘
ら
ん
海
士
や
す
む
ら
ん

仁
和
寺
宮

嶋
鶴

か
歟

＼
手
飼
に
も
た
れ
す
る
な
ら
し
か
こ
の
嶋
立
も
は
な
れ
す
田
靏
そ
鳴
な
り

御
製

契
り
て
や
友
に
千
と
せ
を
松
嶋
に
む
れ
ゐ
る
田
鶴
の
声
か
は
す
ら
ん

（
き
）

浪
さ
は
く
興
津
嶋
邊
に
立
靏
の
ね
ふ
る
心
や
ひ
と
り
長
閑
け
さ

を
く
ろ
さ
き
み
つ
の
小
嶋
の
夕
波
に
声
そ
ふ
た
つ
も
心
あ
る
ら
し

和
歌
の
浦
や
塩
風
遠
く
曇
日
は
ゑ
し
ま
に
あ
さ
る
靏
の
声
〳
〵

岡
篠

（
か
り
）

岡
野
へ
や
し
け
き
小
篠
の
冬
に
た
に
分
る
人
な
き
露
の
し
た
道

松
の
葉
の
た
く
ひ
に
み
え
て
露
霜
の
岡
邊
の
小
さ
ゝ
冬
枯
も
な
し

冬
か
れ
は
し
ら
ぬ
岡
邊
の
小
篠
原
霜
の
降
は
も
あ
を
く
み
え
け
り

夕
付
日
さ
ゝ
ぬ
く
ま
も
や
冬
枯
に
残
る
岡
邊
の
小
篠
な
る
ら
ん

（
根
）

＼
小
篠
原
み
と
り
そ
の
こ
る
露
霜
の
岡
の
草
葉
は
冬
籠
れ
と
も

式
部
卿

宮

江
葦

難
波
か
た
引
塩
遠
き
浦
か
せ
に
入
江
の
あ
し
や
猶
さ
や
く
ら
ん

か
せ
さ
む
み
猶
枯
た
て
る
芦
の
は
や
入
江
の
波
に
折
か
へ
る
ら
ん

萩
の
は
に
な
に
か
は
か
は
る
難
波
江
や
芦
間
を
わ
た
る
風
そ
よ
く
也

浦
か
せ
の
吹
に
ま
か
せ
て
な
ひ
き
ふ
す
入
江
の
芦
や
浪
の
う
き
草

こ
れ
も
又
ほ
に
そ
出
け
る
こ
す
波
の
露
の
玉
江
の
あ
し
の
む
ら
〳
〵

浦
船

＼
繋
置
う
ら
は
の
舟
の
数
々
は
あ
ま
の
と
ま
や
を
な
ら
ふ
と
そ
み
る

御
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製漕
出
て
浪
間
に
き
え
し
釣
舟
の
又
あ
ら
は
る
ゝ
浦
の
ゆ
ふ
波

舟
と
め
て
見
て
や
過
ま
し
海
士
人
も
く
ま
ぬ
名
に
立
つ
し
ほ
つ
す
か
う
ら

波
た
ゝ
ぬ
あ
さ
か
の
浦
の
朝
な
き
に
漕
行
舟
や
玉
藻
か
る
ら
ん

朝
な
〳
〵
を
の
か
浦
々
漕
出
て
い
と
ま
も
波
の
海
士
の
釣
舟

杣
山

今
も
猶
た
え
せ
ぬ
わ
さ
を
し
か
ら
き
や
真
木
の
杣
人
宮
木
引
ら
し

（
ふ
）

宮
木
に
も
直
き
を
え
ら
ふ
か
し
こ
さ
は
け
に
そ
ま
人
の
名
を
も
く
た
さ

し山
に
入
道
と
は
み
れ
と
世
間
の
う
き
に
は
こ
り
ぬ
杣
木
ひ
く
ら
し

＼
杣
人
の
入
に
し
道
も
あ
ら
は
れ
て
山
口
し
る
き

の
音
か
な

式
部
卿
宮

宮
木
引
杣
山
口
や
こ
ゝ
な
ら
ん
す
く
に
見
え
た
る
道
の
一
す
し

岸
苔

＼
風
寒
み
河
な
み
か
く
る
岸
か
け
に
枯
す
朽
せ
す
み
ゆ
る
苔
哉

御
製

咲
て
散
花
に
絶
え
せ
ぬ
川
岸
の
苔
の
緑
に
か
ゝ
る
し
ら
な
み

住
吉
の
岸
に
お
ふ
な
る
草
の
名
も
忘
る
は
か
り
に
苔
む
し
に
け
り

こ
れ
そ
け
に
時
を
も
分
ぬ
川
岸
や
波
の
う
ち
よ
る
苔
の
衣
は

河
岸
や
苔
の
み
た
れ
て
よ
る
波
に
こ
と
夢
よ
り
も
露
は
か
は
ら
し

山
家
水

山
の
ゐ
を
汲
に
心
は
な
ら
ふ
な
よ
猶
奥
ふ
か
く
す
ま
ん
と
思
に

（
う
ゐ
）

便
な
き
こ
の
山
す
み
や
か
け
ひ
に
も
と
ら
て
小
川
の
水
結
ふ
ら
ん

音
高
き
滝
た
に
有
を
山
里
は
か
け
ひ
の
水
も
軒
に
落
つ
ゝ

朝
夕
に
我
影
は
か
り
友
な
ひ
て
結
ふ
も
さ
ひ
し
山
の
ゐ
の
み
す

＼
身
は
か
く
て
住
は
て
ぬ
へ
き
山
里
に
水
の
な
か
れ
の
い
つ
ち
行
ら
ん

重

経
朝
臣

山
家
嵐

塵
の
世
の
外
な
る
物
を
山
さ
と
の
あ
ら
し
は
何
を
ま
た
は
ら
ふ
ら
ん

山
か
け
の
か
せ
は
い
と
は
て
の
こ
れ
か
し
世
の
は
け
し
さ
そ
身
に
は
し
み

け
る

か
こ
ひ
て
も
や
か
て
あ
れ
行
柴
の
庵
や
嵐
の
た
ゝ
く
と
ほ
そ
成
ら
ん

馴
な
は
と
し
は
し
は
思
ふ
山
さ
と
に
猶
き
ゝ
捨
ぬ
嵐
吹
な
り

や
つ
れ
行
た
く
ひ
も
か
な
し
あ
さ
衣
柴
の
袖
か
き
た
へ
ぬ
あ
ら
し
に

田
家
雨

＼
住
す
つ
る
小
田
の
庵
の
雨
の
よ
を
よ
そ
に
思
ふ
も
さ
ひ
し
か
り
け
り

御

製刈
て
つ
む
稲
葉
の
雲
の
下
庵
に
晴
す
も
秋
の
詠
ふ
る
こ
ろ

＼
雨
か
ゝ
る
山
田
の
稲
の
か
り
庵
は
か
こ
ひ
そ
へ
て
も
も
る
雫
か
な

重
経

朝
臣

＼
暮
や
す
き
秋
の
日
影
も
を
し
ね
ほ
す
賤
か
か
り
ほ
の
又
時
雨
つ
ゝ

親
王

御
方

降
雨
の
雫
も
さ
そ
な
守
捨
し
秋
よ
り
後
の
小
田
の
庵
に

旅
行

＼
分
初
る
都
の
野
へ
の
朝
ほ
ら
け
い
ま
た
旅
な
る
心
こ
そ
せ
ね

御
製

嶺
高
く
の
ほ
り
て
み
れ
は
故
郷
も
ま
た
足
も
と
に
近
き
道
か
な

雲
を
分
露
を
し
の
き
て
け
ふ
い
く
日
し
ら
ぬ
野
山
に
道
い
そ
く
ら
ん

い
か
な
ら
ん
け
ふ
の
夕
の
と
ま
り
と
も
し
ら
れ
ぬ
旅
の
道
の
は
る
け
さ

今
日
は
猶
都
へ
た
て
ゝ
旅
衣
重
な
る
山
を
こ
え
そ
わ
ひ
ぬ
る

旅
宿

枕
か
る
野
邊
も
な
つ
か
し
前
の
よ
や
我
故
郷
の
契
り
成
ら
ん

い
か
に
し
て
夢
は
結
は
ん
草
枕
苔
の
む
し
ろ
の
露
ふ
か
き
よ
に
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く

＼
故
郷
の
袖
と
ふ
月
に
思
ひ
や
れ
お
は
な
か
り
し
き（
欠
字
）ふ
す
よ
を

式

部
卿
宮

＼
ふ
る
さ
と
に
い
つ
か
へ
り
け
ん
我
そ
と
も
お
と
ろ
く
夢
の
草
ま
く
ら
か
な

仁
和
寺
宮

明
る
よ
を
よ
そ
に
し
ら
せ
て
さ
と
遠
き
鳥
の
声
す
る
野
へ
の
か
り
ふ
し

旅
泊

よ
る
も
な
を
こ
き
や
出
ま
し
梶
枕
か
た
敷
波
の
う
ち
も
ね
な
く
に

＼
波
の
音
に
と
て
も
ね
ぬ
よ
を
船
人
の
泊
を
こ
ゝ
と
定
め
す
も
か
な

御
製

夢
を
さ
へ
い
か
て
湊
の
と
ま
り
舟
波
の
枕
を
そ
は
た
つ
る
よ
は

＼
舟
と
む
る
う
き
ね
の
床
の
浦
か
せ
に
夢
を
さ
そ
ひ
て
か
へ
る
な
み
か
な

重
経
朝
臣

＼
末
い
そ
く
舟
出
に
待
し
追
風
も
よ
る
は
夢
路
を
よ
き
て
ふ
か
な
ん

親
王

御
方

海
眺
望

こ
と
浦
に
出
れ
は
こ
れ
や
難
波
舟
そ
れ
と
み
き
は
の
芦
の
一
葉
も

＼
雪
積
る
遠
嶋
ま
つ
や
わ
た
つ
海
の
波
よ
り
上
の
か
さ
し
成
ら
ん

式
部
卿

宮波
の
上
も
行
末
み
え
て
満
塩
の
ひ
か
た
に
ち
か
き
浦
の
遠
嶋

松
原
は
そ
れ
か
と
計
数
み
え
て
波
間
に
し
つ
む
天
の
は
し
た
て

は
る
〳
〵
と
浦
よ
り
遠
に
立
煙
し
ほ
焼
あ
ま
の
住
家
と
そ
み
る

寄
社
祝

跡
た
れ
て
す
む
よ
り
神
も
石
清
水
う
こ
き
な
き
よ
の
影
は
し
る
し
も

（
し
）

跡
た
れ
て
そ
の
宮
造
あ
ふ
く
か
な
我
君
か
代
に
住
吉
の
神

直
ほ
に
も
道
を
た
ゝ
す
の
神
垣
に
へ
た
て
は
あ
ら
し
九
重
の
う
ち

四
方
八
す
み
お
さ
ま
る
道
は
隔
な
く
千
々
の
社
の
神
そ
守
ら
ん

＼
諸
人
の
祈
る
に
付
て
男
山
さ
か
ゆ
く
君
か
御
代
の
か
し
こ
さ

重
経
朝
臣

寄
日
祝

＼
明
け
き
世
の
た
め
し
と
も
諸
人
の
あ
ふ
け
は
高
き
日
の
御
影
か
な

御
製

＼
此
国
の
外
に
も
知
か
め
く
る
日
の
光
に
み
え
て
く
も
り
な
き
世
は

親
王

御
方

（
れ
）

照
す
日
の
め
く
み
を
し
ら
ぬ
た
め
し
こ
そ
君
か
お
さ
む
る
時
に
み
え
け
る

四
方
八
す
み
く
も
り
な
き
世
と
出
る
日
の
影
を
そ
あ
ふ
く
天
の
か
く
山

（
雲
）

限
な
き
君
か
千
と
せ
も
久
か
た
の
空
に
し
ら
れ
て
め
く
る
日
の
か
け

僻
案
愚
點
二
十
七
首

實
隆
上

御
製

十
首

親
王
御
方

三
首

式
部
卿
宮

六
首

仁
和
寺
宮

三
首

重
経
朝
臣

五
首

（
も
と
や
ま

や
え
こ

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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